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 生涯現役夢追塾同窓会 同窓会だより 令和元年度第11号 

 昨年の「しょ～りんぴっく」に引き続き、音と音声を楽しむ企画「さわって楽しむコンサート」が開催されました。企画した 

のは、障がい者の就労と社会参加にとりくんでいる”みんなの職場研究会” ”ふくおか視覚障害者雇用開発推進センター” 

そして、”九州歯科大ブルーノーツ” ”夢追塾 9 期”のメンバーです。 

今回は、障がい（主に視覚障害）者の方々に、音楽という耳からの情報を楽しんでいただくと同時に、演奏されている 

楽器に直接触って、どんな風に音が出てきているのかその仕組みを知り、楽しさを体感していただく試みです。コンサートには 

障がい者のほか、高校生や日頃コンサート会場に足を運ぶ機会が少なくなっている子育て中の親子など、150 名を越す

方々が来場されました。 

第 1 部は「楽しいコンサート」。♪A 列車で行こう ♪ウオーターメロンマンと、みんなが日頃良く耳にする演奏が流れると 

会場全体がスウィング・スウィング・スウィング、第 2 部の楽器に触れることへの期待が高まりました。恐る恐る弦をはじく指、 

トランペットをなでながら形を確認する手、ドラムを勢いよく叩く音などなど、順番待ちの行列ができました。また会場では、 

高校生たちの「目の不自由な人への声のかけ方、誘導方法」の体験も併せておこなわれました。フィナーレで「となりのトトロ」

が演奏されると、小学生のアンコールコールが止まず、終始笑いと笑顔につつまれたコンサートになりました。 

 参加した女性は「日頃から音楽は好きでよく聞くが、身近に生の演奏をきくのは初めて。楽器にも触ることが出来、さらに好きに 

なりました。」と話してくれました。 

 主催者の一人は、「これまで触ったことのないものに触ることで新たなイメージが広がり、日常が豊かになれば」と話していました。 

                                 夢追塾 9 期：豊永（代表）、愛甲、 新冨、 蒔田、 久保 

  

開催日：2019年 9月 29日（日）     場 所：子どもの館子どもホール  

さわって楽しむコンサート 開催報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に楽器にさわり音の出る仕組みを体感しました。一番人気はドラム、初めての体験に最初は 

緊張した面持ちから、次第に笑顔に。優しく丁寧に接してくれたブルーノーツのみなさんに感謝です。 

編集：（9期）久保 

昔 

弾いていた 

懐かしい！ 

最後は 

みんな一緒に

合唱手話曲 

「青空の歌」 


